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本
書
は
令
和
五
年
十
一
月
に
逝
去
さ
れ
た
著
者
の
遺
稿
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
す
。

制
作
に
際
し
て
は
、
明
ら
か
な
誤
記
の
修
正
や
、
記
述
の
重
複
箇
所
を
整
理
す
る
な
ど

一
部
に
改
変
を
加
え
ま
し
た
が
、
故
人
の
意
向
に
添
う
よ
う
極
力
遺
さ
れ
た
原
稿
に
則
っ
た

編
集
を
心
掛
け
ま
し
た
。

な
お
、
本
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
淺
見
高
明
先
生
、
お
よ
び 

著
者
の
甥
に
あ
た
る
芳
賀
右
幾
様
に
多
大
な
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

茲
に
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
雄
山
閣
編
集
部
）

1

序 

章
　  

嘉
納
治
五
郎
師
範
に
よ
る
柔
道
創
設
と
人
間
形
成
論

嘉
納
治
五
郎
師
範
は
、
徳
川
時
代
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
月
二
八
日
、
現
在
の
神
戸
市
灘
区
御
影
町
に
て
出
生
。

飛
鳥
・
平
安
時
代
か
ら
の
名
家
で
酒
造
業
を
主
と
す
る
裕
福
な
家
庭
に
、
父
は
嘉
納
次
郎
作
希ま

れ
し
ば
お
う

芝
翁
、
母
定
子
夫
人
と
の
三

男
と
し
て
生
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

嘉
納
師
範
は
幼
少
期
（
七
歳
時
の
頃
）
か
ら
儒
学
（
論
語
）
の
勉
学
に
取
り
組
み
、
次
い
で
書
道
に
も
精
力
を
示
し
、
十
一

歳
頃
か
ら
は
英
語
塾
に
通
い
、
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
硬
学
習
の
猛
烈
な
勤
勉
少
年
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。

高
校
期
相
当
の
十
六
歳
時
か
ら
は
、
儒
学
の
四
書
五
経
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
連
図
書
の
読
書
、
及
び
暗
唱
に
拍
車
を
か

け
、
同
時
に
英
語
に
お
い
て
も
、
訳
・
作
文
・
会
話
に
と
、
よ
り
高
度
な
学
習
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
維
新
の
当
時
の
世
相
と
し
て
、
学
業
の
成
績
で
は
最
優
秀
の
成
績
を
保
持
し
、
何
ら
劣
る
と
こ
ろ

は
全
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
の
優
位
な
も
の
が
我
が
世
の
如
く
、
威
風
を
流
し
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
大
き
な
苦

悩
と
義
憤
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

十
八
歳
と
な
り
、
東
京
大
学
へ
の
入
学
を
果
た
す
と
、
こ
の
不
適
切
な
気
風
を
打
破
す
べ
く
、
そ
の
上
、
柔
術
こ
そ
が
我

が
国
の
伝
統
武
術
文
化
財
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
に
至
り
、
初
め
に
天
神
真
楊
流
柔
術
を
、
三
十
一
歳
か
ら
は
徳
川
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幕
府
講
武
所
の
主
要
武
術
で
あ
っ
た
起
倒
流
柔
術
を
学
び
、
武
術
的
、
護
身
術
的
技
術
や
、
体
力
の
強
化
に
鋭
意
努
力
を
重

ね
た
の
で
あ
っ
た
。
後
に
両
流
派
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、
他
流
派
の
柔
術
研
究
も
続
け
て
、
明
治
十
五
年
、「
柔
術
」

か
ら
新
し
く
「
講
道
館
柔
道
」
を
創
設
し
、「
術
」
か
ら
「
道
」
へ
の
大
変
革
を
果
し
た
。

「
柔
」
と
「
道
」
の
文
字
を
用
い
て
、「
柔
道
」
と
い
う
名
称
に
し
た
の
は
、「
柔
」
に
つ
い
て
は
、
安
土
桃
山
時
代
早
期

に
、
そ
れ
ま
で
の
戦
場
組
討
の
技
術
を
「
柔
術
」
と
命
名
し
た
関
口
（
新
心
）
流
柔
術
の
初
代
流
祖
「
関
口
氏
心
」
の
努
力

が
あ
っ
た
。
関
口
流
祖
は
紀
元
前
か
ら
伝
わ
る
東
洋
思
想
、
す
な
わ
ち
、
古
代
中
国
の
道
徳
思
想
で
あ
る
『
老
子
道
徳
経
』

に
示
さ
れ
る
、「
柔
」
の
精
神
を
尊
重
し
、「
柔
術
」
と
命
名
し
た
と
さ
れ
る（

（
（

。

こ
の
思
想
は
徳
川
時
代
、
多
く
柔
術
流
祖
や
流
主
等
か
ら
も
支
持
さ
れ
、
組
討
は
柔
術
と
改
称
さ
れ
、
す
べ
て
の
流
派
が

「
柔
」
の
精
神
哲
学
を
尊
重
し
た
の
で
あ
る
。

嘉
納
師
範
は
改
め
て
こ
の
老
子
の
「
柔
」
の
精
神
を
尊
重
す
る
と
共
に
、
徳
川
期
の
柔
術
各
流
祖
、
流
主
の
古
人
の
「
心
」

に
感
謝
の
念
と
偉
大
な
努
力
に
尊
敬
し
、
加
え
て
、
師
範
特
有
の
「
柔
」
の
思
想
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嘉
納

師
範
に
よ
る
講
道
館
柔
道
は
、
単
に
、
素
手
、
ま
た
は
短
か
き
武
器
を
持
つ
場
合
の
武
術
と
し
て
の
技
術
を
学
び
得
る
も
の

で
は
な
く
、
嘉
納
師
範
の
独
自
の
思
想
に
よ
り
、
日
常
を
生
き
る
生
活
上
の
規
範
や
人
間
と
し
て
の
道
徳
や
倫
理
を
学
ぶ

「
道
」
へ
の
修
行
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る（

（
（

。

嘉
納
師
範
の
思
想
と
す
る
「
道
」
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
教
授
寺
田
透
氏
は
、
名
著
『
道
の
思
想
』
の
中
で
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
大
日
本
教
育
会
で
の
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
講
演
に
触
れ
、
な
ぜ
柔
道
と
呼
ぶ
の
か
、
何
故
、
講
道

館
と
い
う
名
を
冠
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

す
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
近
世
、
い
く
つ
か
の
武
藝
、
技
藝
が
そ
の
実
際
に
た
ず
さ
わ
る
藝
に
「
道
」
の
語
を
つ
け
、

そ
れ
を
一
つ
の
特
立
す
る
、
権
威
あ
る
世
界
、
部
門
と
し
て
立
て
よ
う
と
し
て
き
た
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
ら
は
い
つ
、

誰
が
何
々
道
の
名
を
つ
け
た
の
か
の
確
証
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
嘉
納
治
五
郎
は
、
そ
れ
を
意
識
的
に
や
っ
た
。

　

か
れ
の
言
う
と
こ
ろ
が
、
近
世
中
葉
の
「
道ど

う

」
に
ど
ん
な
形
で
か
色
合
い
で
か
照
明
を
当
て
る
こ
と
を
予
想
す
る
の

は
、
理
不
尽
で
は
な
い
筈
だ
。

　

五
輪
書
の
今
見
た
件く

だ

り
で
も
「
術
」
と
「
道
」
の
か
か
わ
り
に
わ
れ
わ
れ
は
近
づ
い
た
が
、
嘉
納
の
場
合
、
そ
れ
が

非
常
に
明
瞭
な
形
で
上
程
さ
れ
て
い
る
の
を
わ
れ
わ
れ
は
見
る
だ
ろ
う
。
と
「
道
」
の
定
義
を
激
賞
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
柔
か
ら
柔
道ど

う

へ
の
見
事
な
変へ

ん
せ
ん遷
を
な
し
遂
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
「
道
」
の
定
義
を
激
賞
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
柔
か
ら
柔
道ど

う

へ
の
見
事
な
変へ

ん
せ
ん遷

を
な
し
遂
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
書
は
こ
の
答
え
を
本
文
で
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

嘉
納
師
範
は
「
講
道
館
柔
道
の
早
創
期
の
明
治
十
五
年
か
ら
二
十
年
前
後
に
至
り
、
遅
く
と
も
二
十
五
年
頃
ま
で
の
間
に

技
術
大
系
は
ほ
と
ん
ど
完
成
の
域
に
達
し
た
」
と
い
わ
れ
た
。

他
方
、
こ
の
時
期
は
徳
川
時
代
の
流
れ
を
受
け
る
古
流
柔
術
流
派
の
挑
戦
が
二
回
行
な
わ
れ
、
十
五
人
制
で
、
二
、三
の

引
き
分
け
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
全
て
勝
利
し
、
圧
倒
的
な
結
果
を
示
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

講
道
館
柔
道
は
そ
の
後
に
お
い
て
、
若
者
に
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
に
爆
発
的
に
自
信
と
勇
気
と
感
動
を
与
え
、
入
門
者
の

3
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激
増
を
来
た
し
、
発
展
に
続
く
発
展
を
重
ね
て
い
っ
た
。
日
本
全
体
が
文
明
開
花
の
時
代
で
も
あ
り
、
そ
の
気
勢
に
大
い
な

る
弾
み
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

嘉
納
師
範
は
柔
道
を
学
び
た
い
と
熱
望
す
る
入
門
者
に
対
し
て
、
講
道
館
柔
道
の
技
術
的
指
導
に
つ
い
て
、
柔
道
の
基
本

的
原
理
と
し
て
「
柔
の
理
」（
柔
道
の
技
術
的
理
論
「
柔
道
の
理
合
」
と
も
言
う
）
を
中
心
と
し
て
、
柔
道
の
修
行
は
身
体
の
訓
練
、

鍛
練
か
ら
入
り
、
次
第
に
高
度
な
柔
道
理
論
や
精
神
的
真
髄
を
理
解
さ
せ
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
嘉
納
師
範
は
最
終
的

に
、「
道
」
の
意
義
を
理
解
さ
せ
、
会え

と
く得
さ
せ
る
為
に
は
、
柔
道
と
い
う
身
体
訓
練
、
身
体
鍛
練
か
ら
入
る
こ
と
を
主
導
し

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
筆
者
は
時
代
を
遡

さ
か
の
ぼる

が
、
鎌
倉
新
仏
教
界
の
英
僧
・
名
僧
と
い
わ
れ
た
道
元
禅
師
（
曹
洞
宗
開
祖
）
の
「
悟
り
」

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

道
元
禅
師
は
十
三
世
紀
頃
、
後
鳥
羽
上
皇
の
院
政
が
開
始
さ
れ
た
頃
（
約
一
二
〇
〇
年
）、
京
都
の
貴
族
の
子
息
と
し
て
出

生
し
た
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
年
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
実
父
は
土つ

ち
み
か
ど

御
門
天
皇
の
内
大
臣
で
あ
り
、
実
母
は
藤

ふ
じ
わ
ら
の
も
と
ふ
さ

原
基
房

の
娘
三
女
伊い

し子
と
の
説
が
あ
る（

（
（

。
し
か
し
、
父
に
は
生
後
二
歳
で
、
母
と
は
七
歳
に
し
て
死
別
し
、
十
三
歳
で
出
家
し
、
比

叡
山
に
入
り
、
そ
の
後
、
栄
西
禅
師
（
臨
済
宗
）
に
学
ん
だ
。

道
元
禅
師
独
特
の
仏
教
に
お
け
る
「
悟
り
」
を
会
得
す
る
方
法
は
「
只し

か
ん管
打だ

ざ座
」
で
あ
っ
た（

（
（

。

こ
の
座
禅
の
方
法
は
座
位
を
と
り
、
背
骨
を
床
に
垂
直
に
保
持
し
、
微
動
だ
に
せ
ず
、
相
当
な
時
間
維
持
し
、
心
は
無
空
に

し
て
放ほ

う
げ下

す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
身
（
肉
）
体
は
限
界
以
上
の
訓
練
で
あ
り
、
精
神
的
に
も
限
界
を
超
え
る
修
行
で
あ
っ
た
。

道
元
禅
師
の
著
書
に
『
正し
ょ
う
ほ
う
げ
ん
ぞ
う

法
眼
蔵
』
が
あ
る
。
そ
の
一
巻
に
「
身
心
学
道
」
が
あ
り
、
そ
の
一
節
は
、「
身
学
道
」
で
あ
り
、

身
（
赤
肉
団
）
に
て
学
道
す
る
な
り
。
身
学
道
と
は
、
身
体
で
学
習
す
る
こ
と
、
肉
体
の
学
道
と
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

身
体
は
学
道
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、
学
道
か
ら
来
る
も
の
は
い
ず
れ
も
身
体
で
あ
る
と
い
い
、「
只
管
打
坐
」
と
い
う

内
体
の
修
行
を
行
な
う
こ
と
は
、
身
体
へ
の
経
験
、
体
験
、
ま
た
は
身
体
の
鍛
練
を
通
し
て
、
そ
の
中
か
ら
「
道
」
を
学
ぶ

の
で
あ
る
と
説
得
し
て
い
る
。
先
ず
、
身
体
の
鍛
錬
を
先
に
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
心
の
悟
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
強
説

し
て
い
る
。

正
に
嘉
納
師
範
も
同
様
の
思
想
を
述
べ
、
門
人
た
ち
を
鼓
舞
し
た
の
で
あ
る
。

講
道
館
柔
道
の
確
固
た
る
倫
理
的
、
哲
学
的
思
想
が
構
築
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
の
講
道
館
文
化
会

の
時
で
あ
っ
た
。
師
範
が
講
道
館
柔
道
を
創
設
し
、
ひ
た
す
ら
指
導
を
開
始
し
た
時
か
ら
思
考
を
継
続
し
、
約
四
十
年
の
歳

月
を
要
し
た
上
で
の
発
表
で
あ
っ
た（

（
（

。

こ
の
時
、
嘉
納
師
範
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
講
道
館
柔
道
の
思
想
を
総
括
し
た
柔
道
の
真
髄
の
表
明
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

講
道
館
柔
道
は
人
間
形
成
を
目
指
し
、「
道
」
を
追
求
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「
柔
の
理
」
を
基
盤
理
論

と
す
る
「
精
力
善
用
」
論
と
、
よ
り
高
度
な
精
神
倫
理
思
想
の
「
自
他
共
栄
」
論
を
柔
道
の
精
髄
と
し
て
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
の
時
代
に
入
り
、
高
齢
と
な
っ
た
嘉
納
師
範
は
、
最
終
的
に
世
界
平
和
、
国
際
友
好
、
戦
争
放
棄
、
人
種
差
別
の
撤

廃
な
ど
を
強
く
主
張
し
、
同
時
に
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
第
十
二
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
東
京
に
招
致
す
べ

く
、
日
本
の
主
席
代
表
と
し
て
努
力
さ
れ
、
昭
和
十
三
年
の
三
月
、
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
で
の
第
三
十
五
回
国
際
オ
リ

5
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ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
総
会
に
出
席
し
て
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
果
し
、
ア
ジ
ア
地
区
初
の
東
京
大
会
開
催
の
決
定

に
成
功
し
た
事
は
、
当
時
の
日
本
の
宿
願
で
あ
り
、
最
大
の
国
際
貢
献
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
帰
途
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

を
出
航
し
、
洋
上
に
あ
っ
た
日
本
郵
船
氷
川
丸
船
上
に
お
い
て
急
性
肺
炎
と
な
り
、
幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

正
に
我
が
日
本
に
お
い
て
は
「
巨
星
落
つ
」
の
事
で
あ
っ
た（

（
（

。

明
治
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
、
日
本
の
教
育
界
に
あ
り
、
東
京
高
等
師
範
校
長
や
東
京
文
理
科
大
学
の
学
長
と
し
て
、

多
大
の
功
績
、
業
績
を
重
ね
、
他
方
、
講
道
館
柔
道
を
創
設
し
、
日
本
人
ば
か
り
で
な
く
世
界
の
柔
道
愛
好
者
に
お
い
て
、

柔
道
に
よ
る
人
間
形
成
を
は
か
り
、
世
界
平
和
の
為
に
誠
心
誠
意
の
努
力
が
な
さ
れ
た
七
十
九
歳
の
人
生
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
日
本
を
代
表
す
る
教
育
学
者
、
嘉
納
師
範
の
思
想
を
探
究
し
、
同
時
に
人
生
の
軌
跡
を
探
訪
し
、
二
十
一
世
紀

を
生
き
る
青
少
年
の
指
針
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

序
章
【
註
】

（
（
）
桜
庭
武
『
柔
道
史
攷
（
復
刻
版
）』
第
一
書
房
・
一
九
八
四
年
・
四
九
頁

（
（
）
丸
山
三
造
編
『
大
日
本
柔
道
史
』
講
道
館
・
一
九
三
九
年
・
五
四
頁

（
（
）
寺
田
透
『
道
の
思
想
（
叢
書﻿

身
体
の
思
想
（
）』
創
文
社
・
一
九
七
八
年
・
一
三
四
〜
一
三
五
頁

（
（
）
嘉
納
先
生
伝
記
編
纂
会
『
嘉
納
治
五
郎
』
講
道
館
・
一
九
六
四
年
・
三
四
五
〜
三
四
六
頁

（
（
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嘉納治五郎師範
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）
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